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2009年 5 月 業界初の単機出力 3,000kVA を実栗詑 【

2009年 月 

2009年 11月 

CIMAC(国際燃焼機関会議)の次期会長に伊藤恭裕常務が決定しました。 

2009年 11 月 第 60 回ディーゼル祭を国産舶用ディーゼル機関発祥の地である蒲田で開催しました。

2009年 12 月 カスタマーサポートセンターの高速機関保管庫、部品保管庫が完成しました。 

2009年 12 月 アジア最大規模の海事展であるマリンテックチャイナ 2009 に出展しました。 

2010年 1 月 6L28AHX 実験機に加え，新潟内燃機工場で 9L28AHX 実験機が運転開始しました。 

2010年 2 月 IMO の NOx2 次規制対応、舶用中速ディーゼル機関の鑑定書を国内初となる 3 サイクル

同時取得しました。 

2010年 3 Ţ 60 回ディーゼル祭 

2009 年 11 月 4 日に第 60 回ディーゼル祭を大田区産業会館

Pio で開催しました。 
ディーゼル祭は、大正 14年(1925 年)に新潟鐵工所蒲田工場
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環境目標 
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排出量も生産効率の改善により減

少傾向を継続しています。 

総生産額の減少に伴い廃棄物の発生

量も減少しましたが，原単位あたりの

廃棄物発生量も抑えょ房者
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ました。更に当面の活動目的として、2006年に「３年後にゼロエミッションを達成する」と宣言しました。 
この結果、2008 年度にはＧＴ工場が、2009 年度には新潟内燃機工場、太田工場と続いて達成できまし
た。残念ながら未達成の２工場の内、
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各工場の取扱量１ｔ以上の
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環境に配慮したサプライチェーンマネジメント 

 
事例： 調達計画説明会の開催 
 

2009年 4月、江東区文化センターホール（511



環境報告書 2010 

17 



 
◆支店等事務所における環境活動 
  
・ 環境目標達成の為の啓蒙ポスターの作成 
・ 省エネ： 昼休みの消灯、空調の温度調節、クールビズ、ウォームビズ 
・ 事務用品のグリーン購入推進���~  社内パソコン配送用通い箱の導入 

など 

 

総エネルギー使用量（燃料原油換算）
kl 4 -10 3e
97 3e8.8 

 電力

二酸化炭素排出量 t-CO2 780.0 750.2 755.0 

廃棄物発生量 
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事例： 電子データ利用による用紙削減 
 
（１）電子決裁システム導入による環境効果 

年間の決裁申請件数が増え、それに伴う作業時間、用紙使用量、 

書類の保管場所確保などに問題が出てきました。 

・ 承認回覧や関連部署への配布に時間がかかる（拠点間の運送など） 

・ 用紙の消費数が多い（決裁後のコピー配布など） 

・ 書類保管の場所がない（年間ファイル 8cm 幅×１０冊程度） 
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当社は社会の一員として、工場周辺地域や社会と共生し、ともに繁栄していくことが大切

であると認識して、日々生産を続けています。
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（３）舶用ディーゼル機関に対する次期 IMO NOx規制対応 
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0.0 39.8 

上・下流コスト 
容器包装等の低環境負荷化の

ための追加的コスト 
 - 0.0 0.0 

管理活動コスト 

0.0 
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新 潟 ｶ ﾞ ｽ ﾀ ｰ ﾋ ﾞ ﾝ 工 場 〒957-0101 

〒950-0821 新潟県新潟市東区岡山1300 （新潟内燃機工場内） TEL (025)270-8955 FAX(025)27178)33-7114 FAX(0178)33-7116

 

ｶｽﾀ �拠点（事務所・工場・支店・営業所・出張所） 

辰巳オフィス 

カスタマーサポート

技術・調達・ 

監査・品質保証 



 

 

 


